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本工事は、山脇大谷線側道の南漆山橋を起点に、麻機遊
水地内第１工区東側を北上する「市道有永漆山線」につ
ながる「市道あさはた線」道路築造工事である。この道
路は麻機地区に広がる市街地と、静岡市中心部、子供病
院などの公共施設及び新東名の新静岡インターチェンジ
などを連絡する市民待望の幹線である。日当たり交通量
が１万台近いこの道路は、地域の小・中学校の通学路と
しても利用されており、地域の生活道路としての重要な
役割を果たしている。

有永漆山線はその遊水地内に設置された道路であるが、
かつては北東３号線として地域の交通を担ってきたが、
平成１８年度から静岡市による沈下対策としての地盤改
良工事を実施されるなど、現在もその整備が進んでいる。

あさはた線は、有永漆山線の途中から北西に分岐し、
麻機街道に連絡する道路であるが、これまで地域住民が
通行していた麻機地区の複雑で狭隘な道路をバイパスす
るものである。

本稿では、市街化区域における道路築造工事の施工に
おいて、地域との調整を図りながら住民の暮らしの利便
性を損なうことなく、安全に工事を進めるための創意工
夫について述べる。

（図-1 位置図）

１．【はじめに】

（写真-１ 航空写真）
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（工事名）
平成30年度 葵南市街第2号 (都)あさはた線街路築造工事

（発注者）
静岡市長 田辺信宏 静岡市建設局道路部 葵南道路整備課

（工事場所）
静岡市 北一丁目、 東一丁目 地内

（工期）
平成30年10月19日～令和2年3月16日

（工事概要）
工事延長 480.0ｍ 道路幅員 18.00～19.00ｍ

地盤改良工（路床置換） 1,300㎥

排水構造物工（Ｌ型側溝、Ｕ型側溝、自由勾配側溝） 518ｍ

舗装工 3,743㎡ 他１式

２． 【工事概要】

（図-２ 概略平面図）



３．【施工方法（フロー）】

STEP ①
交差点４を施工
する

STEP ①

STEP ②
交差点４完成後に交差点６を
施工する。交差点６完成後交
差点4、６を開通させる。

STEP ②

STEP ③

【工事の流れ】

※競合するライフライン工事や支障物の移設等の影響により、同時施工が行えない制約条件があった。

STEP ③
交差点４、６の開通後、交
差点７を施工し全線を開通
させる。

（図-３ 計画平面図）



３ .１ 各交差点の施工フロー (車道部の作業 )

道路土工
路床掘削

地盤改良工
安定ｼｰﾄ設置

地盤改良工
路床盛土

排水構造物工
桝設置

排水構造物工
縁石設置、L型Co打設

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工
下層、上層、基層、表層

区画線工
区画線設置

完成



地域コミュニケーションと施工計画立案

南北に伸びる「あさはた線」は、北町内へ出入りする地域住民の方の主要道路である。特に交差点 7

は、東西に道路幅員が５ｍほどしかないバス路線が交差する場所であり、一般車両の通行にも注意が
必要な場所であった。平時であっても 1時間に約 3 0 0～ 3 5 0台が通行する時間帯があり、非常に通行

量が多い交差点であった。さらにここは小・中学生及び高校生の通学路であることのみならず。地域
の高齢者の方々が多く利用するところであり、かつて悲惨な事故が発生するなど、地域の方も交通安
全を危惧する場所であった。

この場所での規制を伴う工事の施工は、交差点内の一般車両や歩行者の通行を大きく妨げるだけで
なく、作業時の交差点では一般の大型車両や工事車両の右左折が困難となることなどが判明した。

また交差点７にはバケットを差し込む隙間もないほどのライフラインやインフラの埋設管があり、
そのすべてが支障物であったことから、施工方法や手順の検討と綿密な施工計画の立案が喫緊の課題
となった。

４．【難易度 （制約条件と課題） 】

（図-４ 交差点７管路図）
（写真-２ 交差点７着手前）



５．1 地域コミュニケーション

工事の施工にあたり、協議が必要なステークホルダー
（行政、公共施設、地域住民の組織など、）をリスト
アップし、そのすべてと協議及び調整を行った。その内
容の一部を下に示す。交渉先が２０者を超える膨大な協
議となったが、これらを調整することで工事に着工でき
た。
また地域のイベントなどに積極的に参加したことで、

地域との信頼関係が構築することができた。このことは
作業所の円滑な運営に大きく寄与した。

５．【工夫（対策）とその成果】

～地域イベントと清掃活動～



５．２ 工事区域の分割施工計画立案とその他の創意工夫

①工程調整
埋設管移設や競合する工事との工程調整を行いながら、全

体の施工計画を行った。その結果、交差点４、６、７の順番
で施工することとなったが、特に交差点７では工区を細かく
分割し、地域への負担を最小限にすることをプライオリティ
とした。（図 -５）その結果、工期を１２カ月延長しなけれ
ばならなかったが、これが最善手であったと考えている。

②コンクリートの品質管管理
当現場では、排水構造物に現場打ちのコンクリート構造物

が多くあったが、工程調整の結果、早いタイミングで開放す
るなど十分な養生期間が確保できなかったり、早強コンク
リートを使用して早期解放を行う箇所があった。そのため、
乾燥収縮を抑制するコンクリート養生材のリポテックス C -
1 0 0 0（ N E T I S 1 2 0 0 8 1 - V E )や打継材のジョイントエース
（ N E T I S K T - 0 1 0 2 0 4 - V E）の他、 L型側溝に補強鉄筋を入れ
るなどして、早期解放による構造物の損壊防止に努めた。

また C O２次製品についても、小さな製品まで工場検査を
実施し、その健全性を確認した。

③環境対策
地下水位の高い箇所の掘削の際に、ダンプトラックの荷台

から濁水が漏れて道路を汚損することを防止するために吸水
樹脂系固化材（クレイパック）を使用した。

◆工区を小さく分割した施工◆

👈補強鉄筋

👈👆 養生

●小型製品の工場検査●
🍁 濁水漏出防止対策🍂



図 -５ 交 差点 ７ 路 床 入 替 工 施 工 区 域 分 割 図

路床入替工・分割施工計画立案
バスの運行、 3 0 0～ 3 5 0台 /ｈの一般車両及び通行する学生や歩行者の安全を確保するために、工

区を小さく分割し、規制帯を小さくすることで対応した。工区を２０分割することで地域の交通に支
障をきたすことなく無事故で工事を完成させることができた。



前項でも述べたが、郊外の市街化区域には街
の中心部とは異なる視点の安全管理が求められ
た。そのターゲットを右の範疇に分類し、それ
ぞれの安全対策を講じた

6．【 安全管理 】
◆ C a t e g o r y ◆

① 交通弱者（子供と高齢者）

② 一般車両

③ 現場・作業所・作業員

①交通弱者対策（子供と高齢者）

子供や高齢者が判断しやすい安全柵を利用し
て歩行者通路を設置した。また子供や高齢者が
理解しやすい（見やすい）安全看板を設置して
注意喚起を行った。

👈 視認性の高い安全柵
を使用した立入防止柵

👆

歩行者通路

👆

イラストや写真を用いた見やすい看板

👆

歩行者のための仮舗装

👆

歩行者通路の途中ではこんな取組みも…



②一般車両

視認性の高い安全柵を設置したう
えで、一般車両の安全で円滑な運行
を確保するために必要な箇所に仮舗
装を施した。

③現場・作業所・作業員

作業所管理者及び作業従事者が
安全意識を共有し、その高揚を図
るために、安全講習会の開催、作
業所内におけるリスクの可視化な
どを行った。

👆 仮舗装 設置完了 👆

仮舗装施工状況

建設業労働災害防止協会
静岡県支部による「建設
工事に従事する労働者に
対する安全教育」を受講

👇 リスクの可視化 👉

👈 インターンシップ
の際の解説状況

地域と連携した
安全意識の共有 工事にとどまら

ず地域を見守る
活動の実践

作業員
全員に
よる意
識高揚



７． 【おわりに】

本工事は、施工の難易度よりも「調整」の難易度が勝るものであ
り、街中とは違う郊外の市街化区域の難しさを痛感するものであり
ましたが、地域の待望していた主要道路を開通させられたことを
心から嬉しく思います。調整と工程管理に苦慮したことから工期が
１年以上超過し、それが原価を逼迫させる状況にはなりましたが、
地域の皆様のご理解とご協力をいただき無事故で竣工を迎えた
時は、ホッと安堵の息を漏らしました。また、発注行政である静岡
市建設局・道路部・葵南道路整備課様から優良技術者表彰をい
ただけたことも嬉しい限りです。

私はこれからも自己研鑽に努め、工事を通じて地域に貢献して
ゆく所存であります。最後に、作業所の適切で健全な運営を図れ
たことについて、様々なお力沿いをいただいた行政担当者をはじ
めとする関係各位に、改めてお礼を申し上げて本稿を綴じます。

（写真 -３ 完成）


